
第４コース：遺伝子１－遺伝子の取り扱い－ 

講師：長崎大学薬学部 伊藤潔助教授 

 

最近よく耳にするテーラーメード医療には、ＳＮＰ（スニップ）解析などの遺伝子診断

が不可欠です。遺伝子がＡＴＧＣの配列からなるＤＮＡであることを知らない薬剤師はい

ないと思われますが、ＤＮＡの取り扱い経験のない方は多いのではないでしょうか。遺伝

子１では、ヒトゲノムの１％以下のサイズで扱いやすい細菌をモデルとして、ＤＮＡの取

り扱い方法を実習し、ゲノム情報解析のエッセンスをつかむことを目的とします。 

 

第１回 「核酸の調製と分析」 ７／２８（土） 

大腸菌細胞より染色体ＤＮＡとプラスミドＤＮＡの２種類のＤＮＡを実際に抽出します。

これらを制限酵素を用いて切断し、アガロースゲル電気泳動でそれらの違いを分析します。 

 

第２回 「組換えＤＮＡ技術の基礎」 ８／４（土） 

遺伝子研究は組換えＤＮＡ技術の進歩とともに発展してきました。生命科学研究の不可

欠な道具となったＧｒｅｅｎ Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ Ｐｒｏｔｅｉｎ （ＧＦＰ） の遺

伝子を用いて、組換えＤＮＡ技術とクローンについて理解します。 

 

第３回 「ＰＣＲの基礎：遺伝子変異の検出」 ８／１８（土） 

大腸菌の染色体ＤＮＡといえども、約５００万塩基対あります。その中から必要な情報

を得るためにはＰＣＲによる増幅が不可欠です。ＤＮＡ断片を増やして、目に見えないＤ

ＮＡの変異を検出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


